
３階　302会議室

ワークショップ１　15：10～ 16：40

小規模職場で働く看護職の現任教育の課題と対策
　　　　世話人：日本地域看護学会教育委員会
　　　　荒木田美香子（国際医療福祉大学）　　春山　早苗（自治医科大学）　　　　　　　　　
　　　　上野　まり（日本訪問看護団）　　　　佐藤　紀子（千葉県立保健医療大学）　　　　
　　　　澤井美奈子（日本赤十字看護大学）　　椎葉　倫代（新日鉄住金ソリューションズ）　
　　　　筑波　優子（埼玉県）　　　　　　　　三森　寧子（聖路加国際大学）

岡山プラザホテル（４階　鶴鳴の間）

懇親会　18：00～ 19：30

8月3日（日）

３階　301会議室

教育講演１　9：10～ 10：40

保健婦駐在制の歴史に学ぶ～地域看護・在宅看護への示唆～　　
　　　　木村　哲也（歴史民俗学者）
	 　　座長　波川　京子（川崎医療福祉大学教授）

教育講演２　10：50～ 12：20

アクションリサーチの成果を地域貢献へ
　　～阪神・淡路大震災と東日本大震災を踏まえて～　
　　　　矢守　克也（京都大学防災研究所　巨大災害研究センター教授）
	 　　座長　西田真寿美（岡山大学大学院保健学研究科教授）

教育講演３　13：40～ 15：10

地域看護の専門性を高める省察的実践　　
　　　　田村　由美（日本赤十字看護大学教授）
	 　　座長　岩本　里織（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部教授）

３階　301会議室

ランチョンセミナー３　12：30～ 13：30

“がん検診における精度管理と受診率対策”
～ “健康かるて”の活用とソーシャルマーケティング手法による受診勧奨～～

（株式会社両備システムズ）



　　　　菅野　匡彦（八王子市医療保険部成人健診課成人健診・がん検診担当課長補佐兼主査
	 　　　厚生労働省　がん検診のあり方に関する検討会構成員）
	 　　座長　上坂　智子（近大姫路大学看護学部地域看護学講師）

１階　イベントホール

一般演題（示説）

３階　302会議室

ワークショップ２　9：10～ 10：40

学校保健の夜明けを支えた学校看護婦＜廣瀬ます＞の生涯から学ぶ
　　　　世話人：田村　裕子（山陽学園大学）　
　　　　　　　　津島ひろ江（川崎医療福祉大学）

ワークショップ３　10：50～ 12：20

行動変容を導く保健指導のあらたな可能性～行動変容支援コーチング
コンプライアンスからアドヒアランスへ
　　　　世話人：江藤　敏治（宮崎県立看護大学看護学部看護学科）
　　　　　　　　青石　恵子（宮崎大学医学部看護学科）

ワークショップ４　13：40～ 15：10

慢性疾患セルフマネジメントプログラムの実際と地域連携の可能性
　　　　世話人：小野　美穂（川崎医療福祉大学保健看護学科）
　　　　協　力：熊本県難病相談・支援センター
　　　　　　　　日本慢性疾患セルフマネジメント協会

４階　405会議室

ワークショップ５　9：10～ 10：40

「地区診断」をどのように教授し、そしてその学びをどのように評価するか
　　　　世話人：牛尾　裕子（兵庫県立大学看護学部）
　　　　　　　　松下　光子（岐阜県立看護大学）　飯野　理恵（千葉大学大学院看護学研究科）
　　　　　　　　嶋澤　順子（東京慈恵会医科大学医学部看護学科）

ワークショップ６　10：50～ 12：20

地域診断へのGIS（地理情報システム）活用方法と活用事例
　　　　世話人：成瀬　　昴（東京大学大学院医学系研究科）
　　　　　　　　蔭山　正子（東京大学大学院医学系研究科）　永田　智子（東京大学大学院医学系研究科）



８月３日（日）
一般演題（示説）

１階　イベントホール
	
親子保健２　　9:10 ～ 9:38

小林亜由美（群馬パース大学保健科学部看護学科）
	
P-2-01	 学童期にある子どものヘルスプロモーションに向けた健康関連要因の検討－体格推移

に焦点を当てて－
	 芳我ちより1），小出　恵子1），相原　正男2）
	 1）岡山大学大学院保健学研究科，2）山梨大学大学院医学工学総合研究部

P-2-02	 出産前後の母親の里帰り状況と父親のサポートとの関連―里帰りが長期間であった母
親に焦点をあてて―

	 唐澤　里子1），上野　昌江2），和泉　京子3）
	 1）元大阪府立大学大学院看護学研究科，2）大阪府立大学看護学部，3）武庫川女子大学看護学部・看護学研

究科設置準備室

P-2-03	 幼児期の肥満に影響する育児環境・生活習慣要因の検討～1自治体の乳幼児健康診査
のデータ分析より～

	 中川　真希1），岡本　玲子2），芳我ちより2）
	 1）元岡山大学大学院保健学研究科博士前期課程，2）岡山大学大学院保健学研究科

P-2-04	 子育て期にある母親の夜間の子どもへの世話による中途覚醒を中心とした睡眠習慣
	 山田　裕子1），永坂トシヱ2）
	 1）日本赤十字豊田看護大学看護学部，2）小林記念病院地域連携室

	
親子保健３　　9:38 ～ 10:13

矢島　正榮（群馬パース大学保健科学部看護学科）
	
P-2-05	 行政保健師の「気になる子ども」概念のハイブリッドモデルによる分析―子ども観に

焦点を当てて―
	 大河内彩子，田高　悦子
	 横浜市立大学大学院医学研究科地域看護学分野

P-2-06	 1歳6か月児健診で発達が気になる子どもと親への保健師の支援の実態
	 真砂隆太朗1），上野　昌江2），和泉　京子3）
	 1）大阪府立大学大学院看護学研究科，2）大阪府立大学看護学部，3）武庫川女子大学看護学部・看護学研

究科設置準備室

P-2-07	 幼児健康診査事後教室の参加者からみた保健師の支援
	 宮武真生子1），坂本真理子2）
	 1）小牧市保健センター，2）愛知医科大学看護学部



P-2-08	 ハイリスク妊婦に対する妊娠期からの支援の実際と今後の課題
	 植木	 望美，本干尾八州子，伊藤智江美，岩知道　望
	 岡山県津山市役所こども保健部健康増進課

P-2-09	 発達障害が疑われる幼児の療育環境を整える市町村保健師の支援プロセス
	 石原　真衣1），矢島　正榮2），小林亜由美2），廣田　幸子2），奥野みどり2）
	 1）みどり市役所，2）群馬パース大学

	
ヘルスプロモーション２　　10:13 ～ 10:48

河原田まりこ（札幌市立大学看護学部看護学科）
	
P-2-10	 離島漁村に暮らす住民の生活と健康に関する実態調査（1）－健康行動、主観的健康

観と生活満足度の実態－
	 小林　恵子1），齋藤　智子1），成田　太一2）
	 1）新潟大学大学院保健学研究科，2）新潟大学医学部保健学科

P-2-11	 離島漁村に暮らす住民の生活と健康に関する実態調査（２）－食品摂取の多様性の実
態－

	 齋藤　智子1），成田　太一2），小林　恵子1）
	 1）新潟大学大学院保健学研究科，2）新潟大学医学部保健学科

P-2-12	 離島漁村に暮らす住民の生活と健康に関する実態調査（3）－主観的健康観とソーシャ
ルキャピタルの実態－

	 成田　太一1），小林　恵子2），齋藤　智子2）
	 1）新潟大学医学部保健学科，2）新潟大学大学院保健学研究科

P-2-13	 住民の暮らしからみたソーシャルキャピタル
	 進藤ゆかり1），本田　　光1），河原田まり子2），田仲　里江2），坂上ゆかり3），小田嶋裕輝2）
	 1）北海道大学大学院保健科学研究院，2）札幌市立大学看護学部，3）市立函館保健所

P-2-14	 地域保健活動において保健師が認識するソーシャルキャピタル
	 本田　　光1），進藤ゆかり1），河原田まりこ2），田仲　里江2），坂上ゆかり3），小田嶋裕輝2）
	 1）北海道大学大学院保健科学研究院，2）札幌市立大学看護学部，3）市立函館保健所

	
生活習慣病予防２　　10:48 ～ 11:23

三徳　和子（人間環境大学）
	
P-2-15	 居宅の壮年期生活保護受給者の喫煙状況とその関連要因
	 富田　早苗1），三徳　和子2）
	 1）川崎医療福祉大学医療福祉学部保健看護学科，2）元川崎医療福祉大学医療福祉学部

P-2-16	 A市住民の疾病の既往と生活習慣
	 千田みゆき，山路真佐子，菊池チトセ
	 埼玉医科大学保健医療学部看護学科



P-2-17	 国保加入者の所得状況別にみた特定健診結果と受療状況
	 和泉　京子，阿曽　洋子
	 武庫川女子大学看護学部・看護学研究科設置準備室

P-2-18	 成人女性の骨密度と生活習慣の関連－骨粗鬆症検診受診者を対象として－
	 齋藤　尚子，櫻井しのぶ
	 順天堂大学医療看護学部

P-2-19	 電気機械器具製造業従事者における睡眠の実態と関連要因
	 渡邉　路子1），平澤　則子2）
	 1）学校法人新潟青陵学園新潟青陵大学，2）新潟県立看護大学地域看護学領域

	
学校保健　　11:23 ～ 11:51

松尾　和枝（福岡女学院看護大学看護学部看護学科）
	
P-2-20	 現職養護教諭における心の健康を維持する方法の検討～WRAPプランを用いて～
	 梶原　京子1），橋口　文香1），宮崎久美子2），尾崎　八代3）
	 1）九州女子短期大学子ども健康学科専攻科子ども健康学専攻，2）	徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研

究部保健科学部門，3）朝日大学保健医療学部看護学科

P-2-21	 現職養護教諭における心の健康を維持する方法の検討-2- ～WRAPプランを用いて～
	 橋口　文香1），梶原　京子1），宮崎久美子2），尾崎　八代3）
	 1）九州女子短期大学子ども健康学科・専攻科子ども健康学専攻，2）徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス

研究部保健科学部門，3）朝日大学保健医療学部看護学科

P-2-22	 高校3年生の「がん」に対する認知度と健康学習会の効果（実践報告）
	 酒井　康江1），松尾　和枝1），森中　惠子2）
	 1）福岡女学院看護大学，2）日本赤十字九州国際看護大学

P-2-23	 高校生に実施した男女交際に焦点をあてた思春期性感染症予防教育プログラムの検討
	 田中　祐子
	 聖泉大学看護学部

	
国際保健　　11:51 ～ 12:26

松田　宣子（神戸大学大学院保健学研究科）
	
P-2-24	 ミックスド・メソッドによる健康教育の効果評価：ラオス女性工場労働者へのエイズ

教育
	 吉田いつこ
	 天理医療大学看護学科

P-2-25	 Vanuatu共和国の小学校高学年における市販食品摂取の関連要因
	 中世古恵美1），松田　宣子2）
	 1）園田学園女子大学人間健康学部人間看護学科，2）神戸大学大学院保健学研究科



P-2-26	 韓國における保健診療員の隱退に關る特性
	 趙　　　香
	 草堂大學校	看護學科

P-2-27	 台湾における高齢者サービスの現状―Ａ施設訪問からみえたサービス連携―
	 甲村　朋子，飯盛　茂子
	 愛知医科大学看護学部

P-2-28	 在日外国人に対する市町村保健師の健康支援の課題
	 波川　京子
	 川崎医療福祉大学

	
在宅ケア１　　9:10 ～ 9:31

永田　智子（東京大学大学院医学系研究科）
	
P-2-29	 全国の病院における退院支援の実施体制　－全国調査の結果より－
	 戸村ひかり1），永田　智子2），清水　準一1）
	 1）首都大学東京	健康福祉学部看護学科，2）東京大学大学院医学系研究科地域看護学分野

P-2-30	 外来看護師の在宅支援の実態調査
	 尾ノ井美由紀，白井　文恵
	 天理医療大学

P-2-31	 看護職が主導する急性期病院の入退院マネジメントシステム構築　―生産管理の視点
を活用して―

	 阿部　真美
	 慶應義塾大学大学院	経営管理研究科	経営管理学科

	
健康危機管理　　9:31 ～ 10:06

石丸　美奈（千葉大学大学院看護学研究科）
	
P-2-32	 地区組織活動の活発さと地域防災リーダーの健康を守る共助力の関連
	 武田　道子1），多田　敏子2）
	 1）四国大学看護学部看護学科，2）元徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

P-2-33	 避難所及び仮設住宅における高齢者の生き方の変化に影響を及ぼす家族との相互作用
	 橋本　明弓，石丸　美奈，宮崎美砂子
	 千葉大学大学院看護学研究科

P-2-34	 東日本大震災における被災地保健師の惨事ストレス
	 美甘　きよ1），三木　明子2）
	 1）岡山市保健所，2）筑波大学医学医療系



P-2-35	 東日本大震災後の仮設住宅住民における健康関連QOLとその関連要因
	 永田　智子，松永　篤志，寺本　千恵
	 東京大学大学院医学系研究科地域看護学分野

P-2-36	 徳島県南部Ａ地区における防災知識及び意識の実態
	 辻キョウコ
	 徳島大学大学院総合科学教育部

	
専門性・技術開発１　　10:06 ～ 10:41

宮崎　美砂子（千葉大学大学院看護学研究科）
	
P-2-37	 予防活動の持続・発展に有用な地域看護技術項目の検討～新任期保健師への意見調査

～
	 飯野　理恵1），宮崎美砂子1），石丸　美奈1），時田　礼子1），岩瀬　靖子2），上田　修代3），
	 杉田由加里1），栗栖　千幸4），佐藤　紀子5）
	 1）千葉大学大学院看護学研究科，2）千葉大学大学院博士後期課程，3）東京慈恵会医科大学，4）亀田医療大学，

5）千葉県立保健医療大学

P-2-38	 結核患者へのDOTSによる服薬療養支援の技術及び患者へ与える影響に関する質的研究
	 白谷　佳恵
	 横浜市立大学医学部看護学科地域看護学領域

P-2-39	 地域の健康課題明確化に向けた自治体保健師による質的データ活用技術の明確化
	 馬場わかな1），岡本　玲子2）
	 1）元岡山大学大学院保健学研究科博士前期課程，2）岡山大学大学院保健学研究科

P-2-40	 保健師の研究成果活用力尺度の開発と信頼性・妥当性の検討
	 合田加代子1），関　　裕子2），芳我ちより3），小出　恵子3），岩本　里織4），岡本	玲子3）
	 1）香川県立保健医療大学，2）岡山大学大学院保健学研究科博士前期課程，3）岡山大学大学院保健学研究科，

4）徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部

P-2-41	 保健師の研究成果活用力と学習要因との関連
	 関　　裕子1），岡本　玲子2），芳我ちより2），小出　恵子2），岩本　里織3），合田加代子4）
	 1）岡山大学大学院保健学研究科博士前期課程，2）岡山大学大学院保健学研究科，3）徳島大学大学院ヘル

スバイオサイエンス研究部，4）香川県立保健医療大学

	
専門性・技術開発２　　10:41 ～ 11:16

石原多佳子（岐阜大学医学部看護学科）
	
P-2-42	 最も成果があったと自己評価する業務研究を通して向上した保健師の能力
	 石丸　美奈1），飯野　理恵1），宮崎美砂子1），佐藤　紀子2），細谷　紀子2），岩瀬　靖子3），
	 上田　修代4）
	 1）千葉大学大学院看護学研究科，2）千葉県立保健医療大学，3）千葉大学大学院博士後期課程，4）東京

慈恵会医科大学



P-2-43	 A県の行政保健師の事業・社会資源の創出にかかるコンピテンシーの現状－所属別・
保健師経験年数別の比較－

	 道林千賀子1），石原多佳子2），小林　和成2）

	 1）岐阜大学大学院医学系研究科地域健康援助学分野修士課程，2）岐阜大学大学院医学系研究科地域健康
援助学分野

P-2-44	 保健所保健師の業務研究への継続的取り組みを推進する条件
	 杉田由加里1），井出　成美2），石丸　美奈1），松下　光子3），石川　麻衣4），緒方　泰子5）
	 1）千葉大学大学院看護学研究科，2）群馬大学大学院保健学研究科，3）岐阜県立看護大学，4）高知県立大

学看護学部，5）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科

P-2-45	 健康課題明確化のための市町村保健師の判断の特徴－保健事業の実践事例より－
	 上杉　絵理1），平澤　則子2）
	 1）新潟県立看護大学大学院修士課程，2）新潟県立看護大学地域看護学領域

P-2-46	 保健師のリフレクションと実践との影響およびその関連要因
	 岩本　里織1），岡本　玲子2），関　　裕子3），小出　恵子2），芳我ちより2），合田加代子4）
	 1）徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部，2）岡山大学大学院保健学研究科，3）岡山大学大学院保

健学研究科博士前期課程，4）香川県立保健医療大学

	
専門性・技術開発３　　11:16 ～ 11:51

佐伯　和子（北海道大学大学院保健科学研究院）
	
P-2-47	 行政保健師の職業的アイデンティティの形成過程‐A保健師の活動の軌跡から‐
	 小路　浩子1），上野　昌江2）
	 1）忠岡町役場保健センター，2）大阪府立大学看護学部地域看護学分野

P-2-48	 保健師の総合的なキャリア発達尺度の開発に向けた予備調査
	 平野美千代1），佐伯　和子1），本田　　光1），麻原きよみ2），深川　周平3），齋藤　彩乃3）
	 1）北海道大学大学院保健科学研究院，2）聖路加国際大学，3）札幌市

P-2-49	 思春期・青年期の精神保健福祉領域関係者からみた保健師像―保健師活動を客観的に
探る―

	 目良　宣子1），山本智津子2）
	 1）藍野大学医療保健学部看護学科，2）摂南大学看護学部看護学科

P-2-50	 保健師の健康生活習慣の実態－経験年数による比較－
	 小出　恵子1），芳我ちより1），岡本　玲子1），関　　裕子2），岩本　里織3），合田加代子4）
	 1）岡山大学大学院保健学研究科，2）岡山大学大学院博士前期課程，3）徳島大学大学院ヘルスバイオサイエ

ンス研究部，4）香川県立保健医療大学

P-2-51	 保健師の分散配置体制下における地域全体を視野に入れた公衆衛生看護活動を展開す
る工夫

	 重松　和子1），西嶋真理子2）
	 1）元愛媛大学大学院医学系研究科修士課程，2）愛媛大学大学院医学系研究科地域・高齢者看護学領域



	
現任教育　　11:51 ～ 12:26

尾ノ井美由紀（天理医療大学医療学部看護学科）
	
P-2-52	 都道府県保健師の職務経験にみる現任教育としてのジョブローテーションの要件
	 井手知恵子，後藤　奈穂，志賀たずよ
	 大分大学医学部看護学科

P-2-53	 保健師ポートフォリオを活用した臨地実習指導者による学習支援とその効果
	 田中美延里，奥田　美恵，窪田　志穂，野村美千江
	 愛媛県立医療技術大学

P-2-54	 先輩保健師からの継承研修の評価
	 岩知道　望1），門乢　美穂2），山本　睦恵3），山本　和美4），二宮　一枝5）
	 1）津山市役所，2）美咲町役場，3）美作市役所，4）真庭市役所，5）岡山県立大学

P-2-55	 OJT法を用いた保健師の活動に関する能力向上への試み
	 志野　泰子，尾ノ井美由紀
	 天理医療大学医療学部看護学科

P-2-56	 保健師の系統的な人材育成に関する研究
	 奥田　博子，堀井　聡子
	 国立保健医療科学院

	
基礎教育４　　9:10 ～ 9:45

長江　弘子（千葉大学大学院看護学研究科）
	
P-2-57	 在宅看護学実習の指導のあり方－実習での経験内容と実習目標の到達度との関連
	 難波　貴代
	 神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部看護学科

P-2-58	 学部における保健師教育の包括的な評価に関する文献レビュー
	 鈴木　良美
	 東邦大学看護学部

P-2-59	 看護学士課程学生の継続看護に関する能力の自己評価
	 乗越　千枝1），谷垣　靜子1），小林　裕美2），長江　弘子3）
	 1）岡山大学大学院保健学研究科，2）日本赤十字九州国際看護大学，3）千葉大学大学院看護学研究科

P-2-60	 地域看護学実習後の地域保健活動に対する関心度の変化と実習到達度自己評価との関連
	 徳嶋　靖子，松浦　治代
	 鳥取大学医学部保健学科

P-2-61	 地域看護実習に学生の自己目標および実習目標自己評価を導入した効果
	 石川　麻衣，川本　美香，小澤　若菜，時長　美希
	 高知県立大学看護学部



	
在宅ケア２　　9:45 ～ 10:13

島内　　節（広島文化学園大学看護学部看護学研究科）
	
P-2-62	 新卒訪問看護師の自己決定的学習を促すための自己評価支援ツールの適用
	 吉本　照子，長江　弘子，辻村真由子
	 千葉大学大学院看護学研究科

P-2-63	 在宅終末期ケアシステムの障害の分析からみた課題
	 大浜恵美子1），島内　　節1），安藤　純子1），松井　富子2），越部　恵美2）
	 1）広島文化学園大学看護学部看護学科，2）ほっとはあとステーションてのひら

P-2-64	 演題取り下げ

P-2-65	 訪問看護ステーションの経営状況と職場環境の関連
	 谷垣　靜子1），乗越　千枝1），長江　弘子2），仁科　祐子3），岡田　麻里4）
	 1）岡山大学大学院保健学研究科，2）千葉大学大学院看護学研究科，3）鳥取大学医学部保健学科，4）県

立広島大学保健福祉学部

	
在宅ケア３　　10:13 ～ 10:48

中谷　久恵（広島大学医歯薬保健学研究院）
	
P-2-66	 人工呼吸器装着の筋萎縮性側索硬化症療養者を看取った家族の介護から死別後までの

体験
	 川本　睦子1），中谷　久恵2），金藤亜希子2）
	 1）広島県西部厚生環境事務所・保健所広島支所，2）広島大学大学院地域・在宅看護開発学

P-2-67	 地域住民を対象とした市民公開講座「家で最期をむかえること」の成果
	 和田　幸子
	 滋賀県大津市訪問看護ステーション

P-2-68	 緩和ケアを必要とする患者の在宅への移行時の病院との連携に関する訪問看護師の認識
	 中林　明子1），柄澤　邦江1），安田貴恵子1），大石ふみ子1），伊藤みほ子2），清水美穂子3）
	 1）長野県看護大学，2）下伊那赤十字訪問看護ステーション，3）飯田市立病院

P-2-69	 緩和ケアを必要とする患者の在宅への移行時のケアについての病棟および外来看護師
の認識	

	 柄澤　邦江1），中林　明子1），大石ふみ子1），安田貴恵子1），清水美穂子2），伊藤みほ子3）
	 1）長野県看護大学，2）飯田市立病院，3）下伊那赤十字訪問看護ステーション

P-2-70	 在宅終末期がん療養者の家族介護における自己効力感尺度の開発
	 宮崎絵梨子，田高　悦子
	 横浜市立大学大学院医学研究科地域看護学分野



	
高齢者保健・介護予防３　　10:48 ～ 11:16

眞崎　直子（日本赤十字広島看護大学）
	
P-2-71	 高齢者のエンパワメント支援指針を活用した介護予防事業従事者の認識・行動の変化
	 佐藤　紀子1），細谷　紀子1），雨宮　有子1），丸谷　美紀2），椿本　香理1），宮沢　早織3），
	 井出　成美4），飯野　理恵5），時田　礼子5），岩瀬　靖子6），宮崎美砂子5）
	 1）千葉県立保健医療大学健康科学部看護学科，2）鹿児島大学医学部保健学科，3）高齢障害求職者雇用支

援機構，4）群馬大学大学院保健学研究科，5）千葉大学大学院看護学研究科，6）千葉大学大学院博士後期
課程

P-2-72	 養介護施設従事者の高齢者虐待予防に関する現任教育の受講に関する調査
	 林　　真二，眞崎　直子
	 日本赤十字広島看護大学

P-2-73	 ケアマネジメントに関するQ&Aテキストの開発と評価に関する研究
	 田高　悦子，白谷　佳恵，有本　　梓，大河内彩子，臺　　有桂，今松　友紀，石島　慎子，
	 宮崎絵梨子
	 横浜市立大学大学院医学研究科地域看護学分野

P-2-74	 委託型地域包括支援センターにおける「地域診断」研修の長期的効果
	 都筑　千景1），小倉　弥生1），宇多みどり1），岡田　　尚2），森井　文恵2），片山　　修1）
	 1）神戸市看護大学，2）神戸市保健福祉部介護保険課

	
高齢者保健・介護予防４　　11:16 ～ 11:44

時長　美希（高知県立大学看護学部）
	
P-2-75	 孤独感を抱く在宅高齢者の特徴－日常生活とソーシャルキャピタルとの関連－
	 古田加代子1），輿水めぐみ2），流石ゆり子3）
	 1）愛知県立大学看護学部看護学科，2）滋賀医科大学医学部看護学科，3）山梨県立大学看護学部看護学科

P-2-76	 地域在住高齢者の健康管理自己効力感と健康習慣指数との関連について
	 近藤　圭子1），村松　真澄2），坂倉恵美子2）
	 1）北海道大学大学院医学研究科博士課程，2）札幌市立大学大学院看護学研究科地域生活看護学領域老年

看護学

P-2-77	 健康づくりの場に参加している高齢者のソーシャル・キャピタル
	 中越　美渚1），時長　美希2）
	 1）高知市高齢者支援課，2）高知県立大学看護学部

P-2-78	 地域在住高齢者のソーシャル・キャピタルと要介護度との関連
	 ―要支援認定者と一般高齢者の比較から―
	 望月宗一郎
	 山梨県立大学看護学部看護学科地域看護学領域



	
高齢者保健・介護予防５　　11:44 ～ 12:19

小笹　美子（島根大学医学部看護学科）
	
P-2-79	 地域におけるロコモティブ・シンドローム予防対策の現状と課題
	 後藤　順子，今野　浩之，菅原　京子，柴田ふじみ
	 山形県立保健医療大学

P-2-80	 子育てを支援する６０歳代の身体的特徴について
	 仲野　宏子1），長弘　千惠1），斉藤ひさ子1），猪狩明日香1），池田佐知子1），小笹　美子2）
	 1）国際医療福祉大学福岡看護学部，2）島根大学医学部看護学科

P-2-81	 介護および子育てを支援する６０歳代の身体的特徴に関する調査
	 長弘　千恵1），仲野　宏子1），猪狩明日香1），斎藤ひさ子1），小笹　美子2）
	 1）国際医療福祉大学，2）島根大学医学部看護学科

P-2-82	 野宿生活者の生活実態に沿った健康支援―梱包用エアークッションの活用を試みて―
	 白井　裕子1），佐々木裕子1），井上　清美2），稲垣　絹代3）
	 1）愛知医科大学看護学部，2）神戸常盤大学保健科学部看護学科，3）名桜大学人間健康学部看護学科

P-2-83	 地域におけるネットワーク構築－高齢者支援に対する住民の協力困難要因－
	 高見　千恵1），梶原　京子2），橋本　文子1）
	 1）徳島文理大学保健福祉学部看護学科，2）九州女子短期大学子ども健康学科・専攻科子ども健康学専攻




